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く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
学
生
の
「
食
」

の
サ
ポ
ー
ト
と
地
産
地
消
に
繋
げ
る
こ
と

を
目
的
に
、
島
根
大
学
で
産
直
野
菜
の
販

売
を
始
め
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
島
根
大
学
生
活
協
同
組
合
に
属
す
る

学
生
委
員
会
の
学
生
ら
が
、
学
生
の
食
の
健
康
と
自
炊
を
支

援
す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
。
当
地
区
本
部
と
連
携
し
て
昨

年
２
月
に
試
験
的
な
販
売
を
実
施
。
今
年
の
５
月
か
ら
本
格

的
に
販
売
を
始
め
、
毎
週
金
曜
日
に
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン
か
わ
つ

か
ら
大
学
生
協
へ
配
送
し
て
い
ま
す
。

企
画
し
た
３
回
生
の
梁や

な
し
ま島

遥は
る
き輝

さ
ん
は
「
既
存
の
支
援
体

制
と
し
て
、
食
堂
の
利
用
定
期
券
で
あ
る
『
ミ
ー
ル
プ
ラ
ン
』

が
あ
る
が
、
将
来
を
見
据
え
て
自
炊
も
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。
そ
れ
を
支
援
す
る
何
か
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、

地
産
地
消
に
も
繋
が
る
、
Ｊ
Ａ
の
産
直
野
菜
の
販
売
を
思
い

つ
い
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

大
学
生
協
の
古
賀
大
貴
食
堂
部
店
長
は
、「
地
元
野
菜
の
入
荷

先
を
ど
う
す
る
か
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、以
前
関
わ
り
が
あ
っ
た

Ｊ
Ａ
に
相
談
し
、
無
事
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
い
る
。

土
曜
夜
や
日
曜
は
食
堂
が
開
い
て
い
な
い
た
め
ミ
ー
ル
プ
ラ
ン

の
利
用
も
で
き
ず
、
ま
た
金
銭
面
等
で
ミ
ー
ル
プ
ラ
ン
の
加
入

を
し
て
い
な
い
学
生
も
い
る
の
で
良
い
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て

い
る
。
利
用
す
る
学
生
の
声
も
聞
き

な
が
ら
改
良
し
つ
つ
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

購
入
し
て
い
た
学
生
は
、「
生
協

購
買
に
置
い
て
あ
る
と
目
に
入
る
の

で
、
今
日
は
自
炊
し
よ
う
か
な
と
思

う
き
っ
か
け
に
な
る
」「
食
生
活
が

乱
れ
な
い
よ
う
に
意
識
で
き
る
」
な

ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

農
事
組
合
法
人
に
こ
に
こ

フ
ァ
ー
ム
新
庄
（
津
森
邦
夫
代
表

理
事
）
は
６
月
１
日
、
タ
マ
ネ
ギ

の
収
穫
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
は
令
和
２
年
２
月
に
設
立
。

高
収
益
作
物
の
取
り
組
み
と
し
て
タ
マ
ネ
ギ
を
選
定
し
、

本
年
産
は
3.7
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
で
栽
培
。
今
後
は
面
積

を
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
収
量
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
５
ト
ン
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
同
法
人
の
構
成
員
や
島
根
県
東
部
農
林
水
産

振
興
セ
ン
タ
ー
や
当
地
区
本
部
の
営
農
指
導
員
な
ど
も
訪

れ
、
昨
年
11
月
に
移
植
し
た
中
生
品
種
の
「
タ
ー
ザ
ン
」

と
中
晩
生
品
種
の
「
も
み
じ
３
号
」
の
２
品
種
の
収
穫
作

業
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

同
法
人
の
津
森
隆
利
営
農
部
長
は
「
本
年
も
収
穫
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
て
安
心
し
て
い
る
。
若
干
小
玉
で
は
あ

る
が
、
し
ば
ら
く
好
天
が
続
く
の
で
皆
で
安
全
に
作
業
し

て
い
き
た
い
。
美
味
し
い
タ
マ
ネ
ギ
を
是
非
味
わ
っ
て
欲

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
園
芸
特
産
課
の
石
倉
精

治
課
長
補
佐
は
「
設
立
時
か
ら
栽
培
面
積
の
拡
大
を
続
け
、

順
調
に
収
穫
量
も
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
今
後
も
関

係
機
関
と
連
携
を
取
り

支
援
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
タ
マ
ネ
ギ

は
専
用
の
鉄
コ
ン
テ
ナ

に
入
れ
て
斐
川
に
あ
る

広
域
玉
葱
調
製
保
管
施

設
へ
出
荷
し
、
保
管
、

調
製
作
業
を
経
て
、
順

次
「
島
根
た
ま
ね
ぎ
」

と
し
て
県
内
外
の
各
市

場
へ
出
荷
さ
れ
ま
す
。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
12
・
13
日
の

両
日
、４
地
区（
大
庭
・
宍
道
・
本
庄
・
秋
鹿
）で
、

合
計
31
名
の
柿
生
産
者
が
参
加
し
、
西
条
柿

夏
季
圃
場
巡
回
指
導
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
指
導
会
は
、
良
質
な
柿
の
安
定
し
た
生

産
を
目
的
と
し
て
実
施
。
島
根
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
の
伊
藤
俊
輔
普
及
員
と
同
東
部
農

林
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
振
興
部
の
伊
東

小
波
普
及
員
を
講
師
に
招
き
、
こ
れ
ま
で
の

生
育
状
況
と
こ
れ
か
ら
行
う
摘
果
や
新
梢
管

理
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

生
産
者
は
、「
指
導
会
に
は
毎
年
参
加
を
し

て
い
る
が
、
毎
年
同
じ
状
況
に
は
な
ら
な
い

の
で
、
こ
の
指
導
会
の
内
容
を
活
か
し
て
生

育
管
理
を
行
い
、
良
質
な
柿
を
作
り
た
い
と

思
う
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

タ
マ
ネ
ギ
収
穫
実
施

　
～
に
こ
に
こ
フ
ァ
ー
ム
新
庄
～

西
条
柿
夏
季
圃
場
巡
回
指
導
会
を
実
施

島
根
大
学
で
産
直
野
菜
を
販
売

　
～
学
生
の「
食
」を
サ
ポ
ー
ト
～

く
に
び
き
地
区
本
部
情
報

～くにびき地区本部の取り組み～
農業者の所得増大・農業生産の拡大に向けて取り組んでいます。

摘果の説明をする伊藤普及員（中央）と生産者（大庭地区）

学生手作りのPOP
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消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上
と
士
気
の
高
揚
を
図
り
、
消
防

活
動
の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
目
的
で
、「
第
９
回
松
江
市
消
防
操
法

大
会
」
が
６
月
９
日
、
島
根
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
５
年
ぶ
り
に
開
催
。
松
江
市
内
の

消
防
団
か
ら
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
消
防
団
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、
協
力

事
業
所
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
29
名
の
職
員
が
松
江
市

消
防
団
へ
所
属
し
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
も
多
数
在
籍
。
ま
た
、
災
害
時
に
は

優
先
的
に
出
動
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
訓
練
場
の
提
供
等
、
消

防
団
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
ま
す
。
本
大
会
に
お
い
て
は
、
消

防
団
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
第
６
回
大
会
か
ら
副
賞
に
ホ
ー

ス
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、玉
湯
方
面
団
が
優
勝
。
ま
た
、準
優
勝
の
橋
北
方
面
団
、

３
位
の
八
束
方
面
団
が
７
月
７
日
に
松
江
市
で
行
わ
れ
る
県
大
会
へ
の

出
場
権
を
獲
得
。
表
彰
式
で
は
、
当
地
区
本
部
の
越
野
浩
昭
本
部
長
が
、

上
位
３
チ
ー
ム
の
代
表
者
に
副
賞
の
ホ
ー
ス
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

玉
湯
方
面
団
の
指
揮
者
を
務
め

た
永
原
正
久
さ
ん
は
、「
４
月
か
ら

訓
練
を
行
い
、
今
日
は
訓
練
通
り

の
操
法
が
で
き
た
。
玉
湯
方
面
団

は
全
国
大
会
出
場
を
最
終
目
標
と

し
、
そ
れ
に
向
け
て
訓
練
を
行
っ

て
い
る
。
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

万
全
な
状
態
で
県
大
会
に
臨
み
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
選
手
（
２
番
員
）
と
し
て

出
場
し
た
川
津
支
店
の
來
海
歩
職

員
は
、「
火
災
出
動
の
際
と
同
様
、

操
法
訓
練
に
も
、
職
場
に
多
大
な

理
解
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
頑

張
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
６
月
７
・
８
日
の
両
日
に
４

会
場
（
エ
コ
ロ
た
ま
ゆ
・
中
海
干
拓
研
修
セ
ン
タ
ー
・

古
江
支
店
・
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ

館
）
で
、
合
計
40
名
の
米

生
産
者
が
参
加
し
、
令
和

６
年
産
米
水
稲
指
導
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

同
指
導
会
は
、
米
の
品

質
向
上
と
安
定
し
た
収
量

確
保
を
目
的
に
実
施
。
夏

場
の
高
温
対
策
や
病
害
虫

防
除
等
今
後
の
栽
培
管
理

に
つ
い
て
、
近
年
の
状
況

を
踏
ま
え
て
、
当
地
区
本

部
の
営
農
指
導
員
が
説
明

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
か
ら
は
、
カ
メ

ム
シ
防
除
の
ス
タ
ー
ク
ル

豆
つ
ぶ
の
使
用
方
法
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
営

農
指
導
員
は
、「
ス
タ
ー

ク
ル
豆
つ
ぶ
は
水
を
張
っ

た
状
態
で
散
布
し
ま
し
ょ

う
」
と
説
明
。
ま
た
、「
藻

が
発
生
し
て
い
る
が
対
策

は
無
い
か
」
と
の
質
問
に

は
、「
藻
の
発
生
は
、
水

の
入
替
や
除
草
剤
で
発
生

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
」
と
答
え
ま
し
た
。

消
防
操
法
大
会
で
副
賞
に
ホ
ー
ス
を
贈
呈

　
～
玉
湯
方
面
団
が
栄
冠
に
輝
く
～

令
和
６
年
産
米
水
稲
指
導
会
を
実
施

優勝した玉湯方面団員と越野本部長（左）

松浦嘉昭松江市消防団長より表彰を受ける団員

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

的を狙って放水する消防団員

優

勝

玉
湯
方
面
団

準
優
勝

松
江
橋
北
方
面
団

３

位

八
束
方
面
団

講習会を受ける生産者（San・san館） 生産者に説明する営農指導員（中海干拓研修センター）
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く
に
び
き
青
年
連
盟（
上
山
根
有
史
委
員
長
・

75
名
)
は
６
月
１
日
、
秋
に
開
催
予
定
の
「
ふ
れ
あ
い

親
子
い
も
ほ
り
大
会
」
に
向
け
、
東
出
雲
町
の
中
海
干

拓
地
に
あ
る
圃
場
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植
え
ま
し

た
。
同
大
会
は
く
に
び
き
地
区
本
部
と
共
催
し
、
親
子

で
農
業
の
魅
力
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
開
催

し
て
お
り
、
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

当
日
は
、
盟
友
や
く
に
び
き
女
性
部
員
、
Ｊ
Ａ
職
員

な
ど
20
名
が
参
加
。
参
加
者
は
、
20
ア
ー
ル
の
畑
に
並

ぶ
約
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
畝
に
、
紅
は
る
か
の
苗
２
千

本
を
植
え
付
け
、
大
会
ま
で
に
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い

を
込
め
ま
し
た
。

　

野
津
喜
洋
顧
問
は
「
秋
の
収
穫
に
向
け
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
管
理
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

青
年
連
盟
と
女
性
部
が

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
で
交
流

～くにびき地区本部の取り組み～組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
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！

Ｅ
Ｃ
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ル
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施
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！
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間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

宍
道
支
店
運
営
委
員
会
（
伊
原
幸
俊
委
員
長
）
は
６
月
８
日
、

委
員
で
あ
る
狩
野
和
由
さ
ん
の
圃
場
（
来
待
）
で
、
紅
あ
ず
ま
の

苗
植
え
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
運
営
委
員
と
支
店
職
員
の
繋
が
り
を
強
め
る
と

と
も
に
、
農
業
経
験
の
少
な
い
支

店
職
員
が
農
業
体
験
を
行
う
こ
と

を
通
じ
て
、
農
業
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
企
画
。
当
日
は
、
運
営

委
員
や
支
店
職
員
、
職
員
の
子
ど

も
な
ど
28
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
永
江
久
夫
副
委
員
長
よ

り
苗
の
植
え
方
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
後
、
一
斉
に
植
え
付
け
作

業
を
開
始
。
運
営
委
員
の
メ
ン
バ
ー

が
子
ど
も
の
隣
で
教
え
な
が
ら
一

緒
に
植
え
る
な
ど
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
作
業
が
進
み
ま
し
た
。

　

伊
原
委
員
長
は
「
今
年
度
最
初
の

企
画
で
実
施
し
た
。
職
員
を
は
じ
め

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
農
業

を
好
き
に
な
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
良

い
こ
と
は
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

体
験
し
た
田
中
久
美
子
職
員
は

「
運
営
委
員
の
方
々
に
丁
寧
親
切
に

ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
だ
っ
た
。
収
穫
が

楽
し
み
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
運
営
委
員
と
支
店
職

員
が
協
力
し
な
が
ら
圃
場
管
理
を

し
、
秋
に
は
収
穫
作
業
を
行
う
予

定
で
す
。

運
営
委
員
と
支
店
職
員
の
繋
が
り
を
強
め
よ
う

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
実
施

みんなで記念撮影 苗を植える参加者

くにびき青年連盟とくにびき女性部が
植えたサツマイモを収穫いただきます。

開 催 日
開催場所

令和６年10月12日（土）
受付：JA中海干拓集出荷場
会場：中海干拓地
開会式終了後、徒歩にて移動

第33回 第33回 ふれあい親子いもほり大会開催ふれあい親子いもほり大会開催

※参加費、申し込み方法等は「JAしまねびより8月号」にて告知いたします！
開催内容、詳細については後日お知らせいたします。

お楽しみに！

●開催日時：令和６年９月７日（土）
　　　　　　10：00～15：00（予定）
●開催場所：くにびき地区本部

開催内容：現在調整中

第28回第28回
家の光愛読者の集い開催家の光愛読者の集い開催

告   　知告   　知
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松
江
市
農
政
会
議
（
清
水
秋
廣

会
長
・
２
，６
５
０
名
）
は
６
月
５

日
、
ホ
テ
ル
一
畑
で
第
14
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
来
賓
や
代
議
員

な
ど
79
名
（
委
任
状
出
席
１
１
０

名
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
定
昭
仁
松
江
市
長
、

石
倉
茂
美
島
根
県
農
政
会
議
会
長
、

福
田
正
明
島
根
県
議
会
議
員
、
柳

原
治
松
江
市
議
会
副
議
長
、
越
野

浩
昭
く
に
び
き
地
区
本
部
長
を
は
じ
め
、
同
会
議
推
薦
議

員
な
ど
が
来
賓
と
し
て
参
列
。
冒
頭
、
同
会
議
の
清
水
会

長
が
「
先
日
、
農
政
の
基
本
と
な
る
『
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
』
の
改
正
法
案
が
成
立
し
た
。
推
薦
議
員
の
皆

さ
ん
に
も
農
政
会
議
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

農
業
従
事
者
に
寄
り
添
っ
た
政
策
に
し
て
ほ
し
い
と
思

う
」
と
挨
拶
。
ま
た
、当
地
区
本
部
の
越
野
本
部
長
が
「
今

一
度
農
業
は
国
益
で
あ
り
、
国
の
礎
で
あ
り
、
地
域
の
大

切
な
資
源
で
宝
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、
私
達
の
命

を
守
り
、
将
来
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
食
と
暮
ら
し
を
提
供

し
続
け
る
よ
う
総
力
を
結

集
し
、
全
力
で
こ
の
地
域

に
風
を
吹
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
庭
支
部
の

田
中
鈴
夫
代
議
員
を
議
長

に
選
任
し
、
議
事
を
進
行
。

令
和
５
年
度
の
活
動
報
告

と
令
和
６
年
度
の
事
業
計

画
な
ど
、
全
議
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

組合員のアクティブメンバーシップ確立に向けて  取り組んでいます。

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

挨拶をする清水会長祝辞を述べる越野本部長

松
江
市
農
政
会
議
総
会
開
催

　
～
全
議
案
を
承
認
～

ヨ
ガ
で
身
体
の
調
子
を

整
え
よ
う
！

　
～
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
～

見ごろを迎えた満開のあじさい寿蔵碑を順番に撫でる女性部員

お抹茶を楽しむ女性部員

　

く
に
び
き
女
性
部
文
化
歴
史
・
趣
味
グ
ル
ー
プ

は
、
６
月
13
・
14
日
に
月
照
寺
の
拝
観
を
行
い
、
各

日
２
班
に
分
か
れ
て
合
計
44
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
見
ご
ろ
を
迎
え
た
約

３
万
本
の
あ
じ
さ
い
を
見
な
が
ら
境
内
を
散
策
。

小
泉
八
雲
の
随
筆
に
出
て
く
る
「
月
照
寺
の
大
亀
」

の
寿じ

ゅ
ぞ
う
ひ

蔵
碑
は
、
頭
を
撫
で
る
と
長
生
き
で
き
る
と

言
い
伝
え
が

あ
り
、
順
番
に
頭
を
撫
で
て
長
生
き

を
祈
願
し
ま
し
た
。
書
院
「
高
真
殿
」

で
は
、
庭
園
を
眺
め
な
が
ら
、
不
昧

公
愛
用
の
名
水
を
使
用
し
た
お
抹
茶

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

月
照
寺
は
、
江
戸
時
代
に
松
江
藩
初

代
藩
主
松
平
直
政
公
が
生
母
月
照
院

様
の
霊
碑
を
安
置
す
る
た
め
、
浄
土
宗

の
長
誉
上
人
を
開
基
と
し
、
蒙む

こ
う
さ
ん

光
山

月
照
寺
と
し
て
改
称
復
興
し
た
の
が

始
ま
り
。
公
の
没
後
、
二
代
綱
隆
公

が
父
の
遺
命
に
よ
り
境
内
に
廟び

ょ
う

を
造

り
、
山
号
を
歓か

ん
ぎ
さ
ん

喜
山
と
改
め
て
以
来
、

９
代
に
わ
た
る
藩
主
の
菩ぼ

だ
い
じ

提
寺
と
し

て
繁
栄
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
境
内
に
は
、

各
廟
所
の
他
に
鐘
楼
・
唐
門
、
茶
の

湯
の
井
戸
な
ど
、
藩
主
菩
提
寺
と
し

て
由
緒
正
し
き
遺
品
・
遺
跡
が
数
多

く
残
り
、
歴
史
と
信
仰
の
お
寺
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
久
し
ぶ
り
に
訪

れ
た
が
、
あ
じ
さ
い
も
満
開
で
、
心

が
和
ん
だ
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ズ
部
会
（
池
田
琴
恵
会
長
・
21

名
）
は
６
月
22
日
、
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ
ｎ
館
で
、

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
田
邊

千
恵
氏
を
講
師
に
招
き
、
ヨ
ガ
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
ヨ
ガ
の
歴
史
や
健

康
に
つ
い
て
講
義
を
聞
き
、
そ
の

後
教
わ
っ
た
呼
吸
法
を
用
い
な
が

ら
ヨ
ガ
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
た
だ
ヨ
ガ

を
す
る
だ
け
で
な
く
歴
史
と
か
も

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
っ
た
」「
呼
吸
法
や
ヨ
ガ

を
少
し
ず
つ
で
も
続
け
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

山
陰
の
あ
じ
さ
い
寺 

月
照
寺 

拝
観

　
～
女
性
部
文
化
歴
史・趣
味
グ
ル
ー
プ
～
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※今後予告なく、キャンペーン期間・内容を変更する場合が
　あります。

❶必要書類を準備
年金の受取口座をJAしまねに変更を 
希望されるお客さまは必要書類をJA 
窓口にご持参ください。
◦通帳
◦年金証書など
❷JA窓口で書類の記入
国民年金・厚生年金・共済年金の変更
は「年金受給権者受取機関変更届」に
ご記入いただくだけで、とても簡単で
す。（基金等、様式が異なるものがあ
ります。）
現在お受取りの金融機関への連
絡等は必要ございません。

くわしくは、お近くのJA窓口までお問合わせください。

おさいふカードポイント
1,000ポイント 

奥出雲和牛カレー
１セット（２箱）1,000円相当  

どちらか
プレゼント

1 307／ 9／▶
2
0
2
4

キャンペーン期間

年金
指定替え
キャンペーン

Ⓒ よりぞう

期間中に年金受取口座を期間中に年金受取口座を
JAしまねへ変更いただくとJAしまねへ変更いただくと

お受取先をJAしまねに
変更するには

タマネギを収穫する親子

～くにびき地区本部の取り組み～
地域活性化に向けた地域貢献活動に取り組んでいます。

親
子
で
農
を
体
験
！

タ
マ
ネ
ギ
収
穫
体
験
を
開
催

各
支
店
で
感
謝
を
込
め
て
企
画

ね
ん
き
ん
感
謝
デ
ー
開
催
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

　

く
に
び
き
地
区
本
部
は
６
月
８
日
、
親

子
で
農
業
体
験
を
楽
し
む
「
タ
マ
ネ
ギ
収

穫
体
験
」
を
開
催
し
、
27
世
帯
80
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
組
合
員
・
利
用
者

を
対
象
に
、
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
し

た
も
の
で
す
。

　

は
じ
め
に
、
営
農
経
済
部
園
芸
特
産
課

の
山
根
敏
行
課
長
が
タ
マ
ネ
ギ
に
関
す

る
歴
史
や
栄
養
に
つ
い
て
説
明
。そ
の
後
、

当
地
区
本
部
前
花
壇
に
植
え
た
タ
マ
ネ

ギ
の
収
穫
に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、
沢

山
採
れ
た
大
き
な
タ
マ
ネ
ギ
を
手
に
満

足
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
か
ら
は
、「
親
子
で
収

穫
を
体
験
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

く
に
び
き
地
区
本
部
の
各
支

店
は
６
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
で
年
金

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
と
ご
予

約
の
方
へ
、
日
頃
の
感
謝
を
伝

え
る
「
ね
ん
き
ん
感
謝
デ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
支
店
で
企
画
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
職
員

が
感
謝
の
言
葉
と
と
も
に
贈
呈
。
夏
ら
し
い
ゼ
リ
ー
や

そ
う
め
ん
を
は
じ
め
、
大
好
評
の
た
ま
ご
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
、
受
け
取
っ
た
来
店
者
は
「
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
何
か
な
ぁ
と
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」「
来
店

す
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
実
施
中
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
今
後
も
続
け
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
「
ね
ん
き
ん
感
謝
デ
ー
」
は

10
月
15
日
開
催
予
定
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
と
一
緒
に
ご
案
内
を
受
け
る
来
店
者（
津
田
支
店
）
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500
万円コース

★期間１年以上の定期貯金を対象とさせていただきます。上乗せ金利の適用があるものを除きます。★ATM・IBで契約いただいたものについては除きます。★本キャンペーンは１人2,000万円を上限として特典の対象と
させていただきます。★本キャンペーンは募集額が90億円です。募集額に達した場合は、その時点で募集を終了させていただきます。※１　１年定期貯金の場合の金利換算として表記しています。

1 10万円以上新規で定期貯金をご契約されると、抽選で
合計600名様にご希望のコースの島根の特産品
(3,500円相当)をプレゼント！

※１20,000円分(金利0.4％相当) 300
万円コース

※１10,000円分(金利0.33％相当) 100
万円コース

※１3,000円分(金利0.3％相当)

★期間１年以上の定期貯金を対象とさせていただきます。※上乗せ金利の適用がある
ものを除きます。抽選権の失効／抽選日の前日までに対象商品が中途解約されていた
場合、抽選権は無効となります。

ダブルチャンス
①に外れた方に、抽選で100名様に農協商品券1,000円分をプレ
ゼント！
①、②に外れた方で、ATMまたはJAネットバンクからご契約いただ
いた方に、抽選で50名様に農協商品券1,000円分をプレゼント！

2

3

く わ し く は お 近 く の J A 窓 口 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い

500万円分の定期貯金を新規でご契約された方に
20,000円分のしまね和牛肉セット（冷蔵）を、お届け
いたします。

300万円分の定期貯金を新規でご契約された方に
10,000円分のしまね和牛肉セット(冷蔵)を、お届け
いたします。

100万円分の定期貯金を新規でご契約された方に
3,000円分のしまね和牛肉セット（冷蔵）を、お届け
いたします。

しまね和牛肉
が必ずもらえる！

30 統合10年記念

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！

Ｅ
Ｃ
О
ス
タ
イ
ル
実
施
中
！
運
動
期
間

運
動
期
間::

５５
月月
11
日
㈬
～

日
㈬
～
1100
月月
3311
日
㈭
日
㈭

昼食 イメージ

露天風呂 イメージ

白壁土蔵群 イメージ

中国庭園 燕趙園
イメージ

80名様（最少催行人員35名様）
6,000円 ※旅行代金に充当します。

同行いたします
朝食0回、昼食1回、夕食0回

8月30日（金）

日本交通 又は同等クラス
（バスガイドは同行いたします）

※但し定員になり次第締切と
　させていただきます。

募 集 人 員 80名様（最少催行人員35名様）

旅行実施日
令和6年

申 込 金 6,000円 ※旅行代金に充当します。

添 乗 員 同行いたします
食 事 条 件 朝食0回、昼食1回、夕食0回

申込締切日 8月30日（金）

利用バス会社 日本交通 又は同等クラス
（バスガイドは同行いたします）

※弊社「貸切バス事業者リスト」当社ウェブサイト（http://ntour.jp/pdf/buslist.pdf）をご覧頂くか、当社支店へご請求下さい。

※但し定員になり次第締切と
　させていただきます。

9月25日

☎0852-26-2600
山陰支店

一般社団法人日本旅行業協会正会員　観光庁長官登録旅行業第939号

旅行企画・実施・旅行に関するお申し込み・お問い合わせは

JAしまねくにびき年金友の会に関するお問い合せは

☎ 55-3028くにびき統括支店 金融課

〒690-0065 松江市灘町1-7 松江プラザビル8F　
総合旅行業務取扱管理者／中尾 吉徳・前田 隆宏

株式会社農協観光は、

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。

お
問
い
合
せ
先

くにびき年金友の会 日帰り旅行
秋の
とと とと日帰り

JAしまねくにびき地区本部にて年金を受け取られている方（予約者含む）は、年金友の会会員価格でご参加
できます。会員以外の方は一般価格となります。

■旅行代金（大人お1人様・くにびき地区各地起点・税込）

旅行代金（年金友の会会員価格）
旅行代金（一般価格）

12,000円12,000円 15,500円15,500円
行　　程 食事

朝：×

昼：○

夕：×

★交通機関の都合により行程スケジュールが変更になる場合があります。
★ご集合場所・出発時間は出発の１週間前にお届けする最終日程表にてご案内をいたします。

JAしまねくにびき地区各地（当社指定配車場所）（8:00～8：30）

道の駅 琴の浦（休憩） ◎中国庭園 燕趙園
三朝温泉 三朝館【昼食・入浴付き】
◎鳥取二十世紀梨記念館 なしっこ館【梨3種類の食べ比べ】
○白壁土蔵群 道の駅 大山恵みの里（休憩）
JAしまねくにびき地区各地（当社指定配車場所）（17:30～18:00）

貸切バス 雑技団ショーご観覧

JR・私鉄　   航空機　  貸切バス ◎入場観光 ○下車観光（施設等へは入場しません） △車窓観光
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くにびき女性部からくにびき女性部からののおすすめ料理おすすめ料理

今月の
料理人

鹿島支部のみなさん（左から）

・平塚万隆美 さん
・加藤　政子 さん
・平塚　久江 さん

エビとアジの蓑
みの

揚げは、フライ定番のパン粉を使わないでヘルシーに
作りました。大葉や水ぶきに限らず冬は春菊などでも美味しいですよ。
鶏肉・トビウオ・イワシなどでも蓑揚げをお試しください。
エビとアジの蓑揚げ（４人分）

レタスとキュウリのチャイニーズサラダ（４人分）

バナメイエビ………8尾
アジ…………………4尾
大葉または水ぶきの葉
………………………20枚

レタス……2分の１個
キュウリ…2分の１個

卵白……………卵2個分
片栗粉……………大さじ１
小麦粉………………適量
揚げ油………………適量

（付け合わせ）
レタス・キュウリなど
お好みで

ショウガのみじん切り…少量
サラダ油………………少量

オイスターソース…大さじ１
ごま油…………………少量

①バナメイエビは下処理をし、小麦粉をまぶす。
②アジは3枚におろし、小麦粉をまぶす。
③大葉または水ぶきの葉を千切りにし、片栗粉をまぶす。
④①と②を卵白にくぐらせ、③をまぶして170～ 180℃に熱した油で揚げる。

①�鍋に湯を沸かしてサラダ油を加え、レタスを大きいまま入れてサッとゆで、
ざるにあげて湯をよくきる。
②キュウリは薄切りにしておく。
③ほぐしたレタスとキュウリを器に盛り、上にショウガを散らす。
④オイスターソースとごま油を混ぜてタレを作り、③と和える。

作り方

作り方

・揚げ過ぎると色が変わってしまうため注意してください。
ポイント

エビとアジの蓑
みの

揚げ、レタスとキュウリのチャイニーズサラダ

作ってみませんか？作ってみませんか？

くにびき地区本部は、特定非営利活動法人フードバンクしまねあったか元気便の取り組みに参画しています。
現在、8月の『フードバンクしまねあったか元気便』のお米確保の目途が立っていません。皆さまの温かい
お力添えをいただきますようお願い申し上げます。

【問い合わせ先】
 ふれあい課 ☎55-3018

＊玄米で低温庫保存なら古米も大歓迎です。 ＊数量は問いません。
＊お手数ですが、津田支店 2F（地域つながりセンター内）または最寄りの支店まで持込をお願いいたします。

(左から)中村隆副本部長、越野本部長、春日理事長、
清水会長、上山根委員長

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
米
７
１
３
㎏
寄
贈

　
～
農
政
会
議
・
青
年
連
盟
と
合
同
で
実
施
～

　

く
に
び
き
地
区
本
部
（
越
野
浩
昭
本
部
長
）
と
松
江
市
農
政

会
議
（
清
水
秋
廣
会
長
）
及
び
く
に
び
き
青
年
連
盟
（
上
山
根

有
史
委
員
長
）
は
、
６
月
26
日
に
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・

ｓ
ａ
ｎ
館
で
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）
フ
ー
ド

バ
ン
ク
し
ま
ね
あ
っ
た
か
元
気
便
（
春
日
邦
宣
理
事
長
）」
へ

７
１
３
kg
の
米
を
寄
贈
し
、「
応
援
米
寄
贈
式
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
く
に
び
き
地
区
本
部
と
農
政
会
議
か
ら
は
各
３
０
０

kg
、
青
年
連
盟
か
ら
は
食
農
教
育
で
栽
培
し
た
１
１
３
kg
の
目

録
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
か
ら
春
日
理
事
長
へ
手
渡
し
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、
松
江
市
内
の
小
・
中
学
生
を
抱
え
る

生
活
困
窮
世
帯
（
就
学
援
助
世
帯
）
に
対
し
、
食
品
の
無
償

提
供
を
２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）
か
ら
実
施
。
今
年
は
約

６
０
０
世
帯
へ
提
供
を
予
定
し
て
い
る
も
の
の
、
特
に
米
に
つ

い
て
７
、８
月
分
の
確
保
が
困
難
と
な
り
、
当
地
区
本
部
な
ど
へ

Ｓ
Ｏ
Ｓ
。
関
係
組
織
へ
も
呼
び
か
け
、
７
月
配
布
分
の
目
途
が

つ
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
越
野
本
部
長
が
「
米
が
不
足
し
て
い
る
と
連
絡
を

受
け
、
Ｊ
Ａ
と
し
て
少
し
で
も
力
に
な
れ
ば
と
、
役
職
員
を
は

じ
め
組
合
員
組
織
や
会
合
な
ど
で
呼
び
か
け
て
い
る
。
農
業
団

体
と
し
て
の
力
を
発
揮
し
、
今
後
も
組
織
と
し
て
も
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。
春
日
理
事
長

は
「
寄
贈
い
た
だ
い
た

お
米
の
お
か
げ
で
７
月

分
は
目
途
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
Ｊ
Ａ
か

ら
も
力
強
い
お
言
葉
を

い
た
だ
き
喜
ば
し
く
思

う
。
今
後
と
も
ご
支
援

を
お
願
い
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　　　お米のご寄付のお願い　　　お米のご寄付のお願い
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自動車センター
休業日のお知らせ

右記の期間を休業と
させていただきます。

【自動車事故等の場合】
JA共済（24時間 365日受付） 
JA共済 事故受付センター  0120-258-931

【レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合】
①JA共済 サポートセンター  0120-063-931
②JAFロードサービス・救援コール（24時間年中無休）
　☎0570-00-8139(有料)または＃8139局(有料)

《　　　　　》お車の
トラブル等の
連絡先

休業期間：8月10日（土）～8月18日（日）
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8月20日火・21日水8月 ふれあい訪問日

※各相談とも無料で
　お受けしています。88

○くにびき統 括 支 店ローンセンター で は、 土 曜 日 
（10：00～15：00）に休日住宅ローン相談を実施
しています。要予約。

※8月の土曜営業日は3日、17日です。
◆お問い合わせは
　  0120-988-380※事前にご予約をお願いします。予約先：開催会場となる支店

日 曜日 相談会内容 場所・予約先電話番号・時間

6 火 税務相談会 津 田 支 店（TEL：24-1818）10：00～12：00

7 水 税務相談会 くにびき支店（TEL：55-3028）10：00～12：00

※写真はイメージです。

※写真はイメージです。

TEL 55-3077

〒690-0823
松江市西川津町1635-7
FAX 0852-55-3088
営  業  日／平日・土曜（第1・3・5）
営業間時／8:30～17:00

夏
のタイ
ヤ
セ
ー
ル
も

開
催
中
!

※写真はイメージです。

生活総合課 自動車センター
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